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 解説

死にゆく人をケアし続けたナウエンが、自らの死とも向き合って開かれた境地

ナウエン・セレクション《第3回配本》

死は、忌避すべきものではなく、「神に愛された者」と
して成長していくための大切なステップなのだ。聖書の
視点で死とケアを考える『最大の贈り物』と、交通事故
の経験を踏まえて死の意味を思いめぐらす『鏡の向こう』
の２作を収録。『鏡の向こう』は本邦初訳。
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